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「財産評価総則基本通達第 2 章 22-2」では工業用地のうち広さが 5Ha 以上のものを大規模工場用地と定義し














２）合計 100Ha 以上の工業団地用地か 10Ha 以上の単独工場を持つ




都市の性質を分析するにあたり、人口集中地区のデータを使用した。そのため昭和 40 年、平成 22 年の 2 時
点で DID を持つ都市を対象とした。
1　工業用地データとは、公共、民間等の開発主体が一定の区画の土地に必要な基盤を整備して工業用地として開発し工場などを計画的に立地
させた地域で 敷地面積 10ha 以上の用地 ( 工業団地 ) と企業が自社事業所のために開発または購入した工場用地で工業団地以外の単独立地によ
る敷地面積 10ha 以上の 用地 ( 単独工場用地 ) をいう。原点資料は各都道府県に対し実施した工業用地に関する全国工業用地調査票に基づき、




　また、第 3 章・第 4 章の分析において 1960 年代以降の工業団地立地により発展した工業都市を工業都市全
体の中で位置づけるため、対象を以下のように分類しそれを工業都市３分類とした。
1）工業団地都市












とする理由は以下の 2 つである。1 つは工業化が都市化に結びついており、同市の都市構造の変化が相対的に
良いと評価できる点。これらは第 3 章の分析で明らかとなっている。また、2 つ目は、北上市が工業団地づくり・
企業誘致において先進自治体である点である。北上市は、戦後すぐに企業誘致を市政の中心に据え、1961 年
には県内初の「財団法人北上市開発公社」を設立している。その後、市独自で用地を買収し造成工事を始め
た工業団地造成・企業誘致の先進自治体である。2007 年には経済産業省の「企業立地に頑張る市町村 20 選」
にも選ばれており、本論文の対象とする 1960 年代以降に発展した工業都市に適していると考える。















































































のうち工業団地を有する地方自治体（政令指定都市、1 都 3 県を除く自治体）は 695 市区町あり、そ







様々である。本研究では人口 5 − 30 万人の中小都市に対象を絞り、工業化の影響を直接受けたとされる自治
体が近年の人口減少下で工業用地に関連してどのような課題を抱え、対応をしているのかを把握する。
3　平成 26 年 1 月 1 日時点、財団法人地方自治情報センター調べ































































































































































































































































区分できるという。第１期（1950 年台後半〜 1970 年代前半）の高度経済成長期は、地方圏からの大量の人
口移動により三大都市圏が形成された時期。第 2 期（70 年代後半）はオイルショック後の低成長期で地方の
時代と言われ、三大都市圏からの U ターン現象が指摘された時期。第 3 期（80 年代）は東京一極集中が顕著
になった時期であり、第 4 期（1990 年代前半）になると「新地方の時代」が叫ばれ、U/J/I ターンといった
手斧人口移動が地方に向かうことになった。第 5 期（90 年台後半以降）になると再び東京集中が続いている。
3）　地方自治を取り巻く環境の変化
　1995 年の地方分権一括法によって合併特例法の改正が行われ、市町村合併が政府により強力に推進された。
合併特例債等の特例が 2005 年 3 月 31 日までに合併手続きを完了した場合に限られたことから、駆け込み合
併が相次いだ。一方、地方交付税の大幅な削減は、特に地方交付税への依存度が高い小規模町村にとって大き
な打撃となり、財政運営の不安から合併を選択した市町村も数多い。合併自治体への手厚い財政支援の一方で
の地方交付税の削減は、アメとムチによる合併推進策ともいわれた。市町村合併の動きは 2003 年から 2005
年にかけてピークを迎え、1999 年 3 月末に 3,232 あった市町村の数は、2006 年 4 月には 1,820 にまで減少















　1986 年に施行された労働者派遣法であるが、制定から 30 年程の間にいくつもの改正があり、規制の強化
と緩和を繰り返してきた。初期の派遣法は労働者保護の色彩が強く、直接雇用の労働者が派遣スタッフに置き

























































































うち【工業団地都市】をその他の 2 分類と比較することで 1960 年代以降に工業団地が立地した都市を位置づ
ける。





　対象都市では、昭和 40 年から平成 22 年にかけて、人口の増え方に対して市街地の密度はどのように変
化したのか。昭和 40 年から平成 22 年までの人口変化率に対する DID 人口密度の変化率を散布図に示した。
DID 人口密度は都市の全体構造を示すものではないため、都市のコンパクトさを端的に示す指標にはなり得な
い。従って、人口の変化に対してどれくらい市街地の密度を保てたかという点をここでは評価したい。なお、




























































Ⅰ 9 13% 4 15% 5 12%
Ⅱ 23 34% 3 12% 16 39%
Ⅲ 13 19% 9 35% 8 20%
Ⅳ 22 33% 10 38% 12 29%






出典：平成 22 年 , 昭和 40 年国勢調査より筆者作成
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図3-3（拡大）. 工業都市3分類別の分布（都市化）
出典：平成 22 年 , 昭和 40 年国勢調査より筆者作成
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 　3-2-2.　工業都市 3分類別の分布































































Ⅰ 13 19% 10 38% 6 15%
Ⅱ 48 72% 15 58% 34 83%
Ⅲ 3 4% 0 0% 1 2%
Ⅳ 3 4% 1 4% 0 0%

































































　人口はこれまで増加傾向が続いてきたが、平成 22 年の国勢調査による人口は前回調査を 1,183 人下回る
93,138 人となっている。しかし平成 27 年国勢調査の速報値では 93,591 人と 0.5％増の微増傾向にある。（表
4-1）人口構成は、団塊世代と団塊ジュニア世代が多く、次第に年少人口が少なくなる日本の都市の典型的な
傾向を持っている。（図 4-2）










北上市 93591 0.5 437.55 213.9 35812 5.1
岩手県 1279814 -3.8 15275.01 83.8 491725 1.6
【出典】平成27年国勢調査人口速報集計結果より
工業団地名 分譲開始（西暦） 面積（Ha) 立地企業数 分譲中
北上工業団地 1966 120 26
飯豊西部中小企業工業団地 1980 19.7 17
村崎野西部工業団地 1954 21.3 9
北上機械鉄工業団地 1964 6.9 17
和賀川東部工業団地 1959 18.3 3
北上南部工業団地 1967 197.7 75 ◯
後藤野工業団地 1985 90.4 13
堅川目工業団地 1965 27.4 11



















　戦後は工業振興をさらに進めるため、昭和 27 年に黒沢尻町を中心とした 1 町 8 ヵ村で「工場誘致促進協議会」
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北上 北上南部 堅川⽬ 北上機械鉄 村崎野⻄部 和賀川東部 飯豊⻄部 後藤野 北上産業業務 合計
全企業数 28 77 11 16 10 3 16 13 24 198
不到達 0 8 2 2 1 0 0 0 1 14
配布企業数 28 69 9 14 9 3 16 13 23 184
回収数 15 18 0 4 4 1 6 2 4 54





4 − 5 − 2.　調査の概要
実施期間：2016 年 10 月 26 日（水）〜 11 月 25 日（金）
対象：北上市商工部企業立地課ホームページの団地概要・立地企業に掲載されている企業（2016 年 10 月時点）
198 社。同企業の複数事業所は除いた。
方法：調査票を郵送し、郵送または FAX にて回答を得た。






ある。回答企業の規模は従業員数が 1 〜 30 人の中小規模が全体の 6 割を占めている。それ以上の中規模、大
規模の企業はそれぞれ１割強程度である。回答企業の従業員数は最大で 650 人、最小で 1 人であった。なお、
1 人の企業は 1 社のみで、近年になって事業規模を大幅に縮小した企業であった。（図 4-5）
47
4. 工業団地都市の工業化と都市化の実態—北上市のケーススタディ—
































　【B. インフラが整っている】が 27 票と 54 社のうち半数以上が道路や鉄軌道、水道などのインフラ条件を理
由に入居している。また、【C. 土地・敷地の大きさが丁度いい】も 21 票を得ている。北上市では企業立地の
需要に合わせてロットを細分化して分譲を行うなどをしているがそのような柔軟な対応が関係していると考え
られる。【G. もともと北上市に事業所を構えていた】という理由も 16 票得ており、北上市では既存の工業集
積エリアを囲う形で造成した工業団地の存在や団地造成後の工場の立地誘導が影響していると考えられる。ま
た、北上市の工業団地に関する文献資料 * では市街地近くに立地したことが早期完売に繋がったと言われてい







　北上市に対する考えについて 5 段階評価で質問した。居住環境、交通利便性、生活利便性の 3 点において、【や













　従業員の出身地は市内出身者が 4 〜 8 割ほどである企業が 33 社、県内他市出身者が 1 〜 4 割ほどである企
業が 34 社と最も多かった。このことからほとんどの企業が市内と県内他市出身者で構成されていることがわ
かる。県外（西日本）出身者が 1 〜 2 割いる企業は 5 社のみで、県外出身者はほとんどが東日本からである
ことがわかる。
　従業員の現在地は市内に居住する従業員が 4 〜 8 割である企業が 32 社、県内他市に居住する従業員が 1 〜
4 割である企業が 30 社と多くを占めている。（図 4-10）
　市内に限定して現住地の内訳をみてみると、どの地域も 1 〜 2 割ほどの従業員が居住している企業が多く、
黒沢尻北・東・西と立花地区（中心市街地とその周辺エリア）に 2 〜 6 割ほどの従業員が居住している企業が
15 社あることがわかった。（図 4-11）
　回答企業の従業員出身地割合に従業員数をかけ合わせたものを（図 4-12）に表した。56% が市内、34% が

















図 4-12. 従業員出身地 図 4-13. 従業員現住地


































1. 独身寮 + 家賃補助
　独身寮と家賃補助を実施している企業 5 社は、中小規模の事業所で市外に本社を持つ企業という共通点があ
る。また、従業員の出身地は県外出身者が一定数いる、もしくは県内他市出身者の割合が比較的多い企業であ
る。従業員数は 10 人から 90 人と中小規模であり、大規模な事業所が独身寮整備と家賃補助をするという傾
向はみられなかった。U 社を除く 4 社は市外に本社を構える企業である。U 社は市内の団地に本社を構えてい






支援を廃止または廃業した企業である。支援を継続している企業は K 社、T 社、X 社の３社であり、この３社
の共通点は比較的大規模の事業所であるということである。K 社は現在の従業員は 20 名と小規模事業所であ
るが、東京に本社を持つ大企業の子会社であり、平成 27 年に子会社解消の決議がとられている。北上市企業デー
タベースによると平成 28 年 9 月時点での従業員数は 390 人と大規模事業所に相当する。K 社は自社所有地に
100 戸の独身寮を所有していたが、その後廃止し平成 23 年以降は同規模の集合住宅を借り上げている。
3. 家賃補助のみ




独⾝寮と家賃補助 5 1 家族寮・住宅斡旋
独⾝寮のみ 6 2 家族寮

























企業数 独⾝寮 家族寮 斡旋 家賃
北上⼯業団地 5 1 5 7
北上南部⼯業団地 1 0 0 4
村崎野⻄部⼯業団地 1 0 0 1
和賀川東武⼯業団地 1 1 0 0
飯豊⻄部⼯業団地 0 0 0 1
北上機械鉄⼯業団地 1 0 0 1
産業業務団地 1 0 1 1
後藤野⼯業団地 1 1 0 1
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1. 独身寮 + 家賃補助
　独身寮整備と家賃補助を行っている 5 社は、出身地と比較して現住地では市内割合が増えた企業（U/V/A/H）
とほとんど割合の変化がない企業（R）に分けられた。







エリアの現住地割合が比較的高い。V も H も住宅の供給戸数が 10 戸以上であり、従業員数に占める供給戸数
の割合が 3 割を超えていることから、一定規模以上の住宅支援が従業員の現住地に影響していることが分かる。
2. 独身寮のみ
　独身寮の整備のみを行っている 5 社のうち平成 26 年度に子会社解消が決定した K では従業員数が 350 人













　市内割合が増えた企業のうち P と Z は共に従業員 10 人以下であるが、中心市街地である黒沢尻エリアの現
































































































































⼯業団地 機械鉄⼯業団地 ⽴地エリア ⿊沢尻北 ⼯業団地 村崎野⻄部⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 産業業務団地 ⽴地エリア 相去 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 和賀川東部⼯業団地 ⽴地エリア ⿊沢尻 ⼯業団地北上南部⼯業団地⽴地エリア 相去
業種 製造業 操業開始年 S35 業種 運送郵便業 操業開始年 S54 業種 情報処理ソフトウェア 操業開始年 H6 業種 製造業 操業開始年 S46 業種 製造業 操業開始年 S43 業種 製造業 操業開始年 S32
住宅⽀援パターン 独⾝寮+家賃補助 従業員数 10 住宅⽀援パターン 独⾝寮+家賃補助 従業員数 45 住宅⽀援パターン 独⾝寮+家賃補助 従業員数 26 住宅⽀援パターン 独⾝寮 従業員数 20 住宅⽀援パターン 独⾝寮 従業員数 300 住宅⽀援パターン独⾝寮 従業員数 30
独⾝寮所在地 ⿊沢尻 整備時期 S58 独⾝寮所在地 ⿊沢尻北 整備時期 H25 独⾝寮所在地 江釣⼦ 整備時期 H21 独⾝寮所在地 飯豊 整備時期 S45 独⾝寮所在地 ⿊沢尻 整備時期 S48 独⾝寮所在地市内 整備時期 S32
⼾数/所有⽅法 １⼾/⾃社 廃⽌ ー ⼾数/所有⽅法 １⼾/借り上げ 廃⽌ ー ⼾数/所有⽅法 12⼾/⾃社 廃⽌ ー ⼾数/所有⽅法 100⼾/⾃社 廃⽌ ● ⼾数/所有⽅法 6⼾/⾃社 廃⽌ ⼾数/所有⽅法6⼾/⾃社 廃⽌ ●
家賃補助集中地 花巻市 整備時期 H 独⾝寮所在地 飯豊 整備時期 H25 家賃補助集中地 ー 整備時期 ー 独⾝寮所在地 飯豊 整備時期 H23 家族寮所在地 ⿊沢尻 整備時期 S48
⼾数/所有⽅法 １⼾/借り上げ 廃⽌ ー ⼾数/所有⽅法 100⼾/借り上げ 廃⽌ ー ⼾数/所有⽅法 3⼾/⾃社 廃⽌
家賃補助集中地 ー 整備時期 ー
住宅⼾数÷従業員 10% 住宅⼾数÷従業員 4% 住宅⼾数÷従業員 46% 住宅⼾数÷従業員 500% 住宅⼾数÷従業員 3% 住宅⼾数÷従業員20%
・県内他市から市内に増えている。 ・割合の変化がない ・県外・県内他市から市内に増えた。 ・割合の変化はない。 ・割合の変化はない。 ・割合の変化はない。
・従業員数10名なので1〜2⼈程度の居住地の移動。 ・近年になって独⾝寮を供給しているため影響が少ないことが推測される。 ・他企業と⽐較しても独⾝寮所在地である江釣⼦・藤根の現住地割合が⾼い。 ・平成26年度に⼦会社解消が決定し従業員が急減している。 ・独⾝寮と家族寮の位置する⿊沢尻エリアの現住地割合が⾼い。
・家賃補助が集中している県内他市の割合が⾼い。
・⼯場が⽴地する相去地区の現住地割合が他の企業に⽐べて⾼い。
⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊
業種 製造業 操業開始年 H7 業種 製造業 操業開始年 S51 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊
住宅⽀援パターン 独⾝寮+家賃補助 従業員数 25 住宅⽀援パターン 独⾝寮+家賃補助 従業員数 90 業種 製造業 操業開始年 H16 業種 製造業 操業開始年 H1
独⾝寮所在地 ー 整備時期 ー 独⾝寮所在地 ⿊沢尻⻄ 整備時期 S51 住宅⽀援パターン 独⾝寮 従業員数 4 住宅⽀援パターン 独⾝寮 従業員数 65
⼾数/所有⽅法 ー/借り上げ 廃⽌ ー ⼾数/所有⽅法 16⼾/⾃社 廃⽌ H8 独⾝寮所在地 ⿊沢尻東 整備時期 H16 独⾝寮所在地 ⿊沢尻東 整備時期 H2
家賃補助集中地 ー 整備時期 ー 家賃補助集中地 ー 整備時期 ー ⼾数/所有⽅法 2⼾/借り上げ 廃⽌ H19 ⼾数/所有⽅法 12⼾/借り上げ 廃⽌ H20
家族寮所在地 ⿊沢尻北 整備時期 S51
⼾数/所有⽅法 32⼾/⾃社 廃⽌ ー
住宅⼾数÷従業員 ー 住宅⼾数÷従業員 36%
住宅⼾数÷従業員 50% 住宅⼾数÷従業員 18%
・県外出⾝者分がそのまま市内に増えたと考えられる。 ・県外出⾝者の⼀部が市内現住者になったと考えられる。
・具体的な独⾝寮の所在地と⼾数は不明である。 ・独⾝寮が過去にあり、家族寮が現在ある⿊沢尻エリアの現住地割合が⾼い。 ・割合の変化はない。 ・割合の変化はない。
・独⾝寮が位置する⿊沢尻エリアの現住地割合が⾼い。
表4-C. ⽀援パターン1. 独⾝寮+家賃補助 ⽀援パターン2. 独⾝寮

























































































































⼯業団地 北上南部⼯業団地 ⽴地エリア 相去 ⼯業団地 後藤野⼯業団地 ⽴地エリア 藤根 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 北上南部⼯業団地 ⽴地エリア 相去 ⼯業団地 飯豊⻄部⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊
業種 製造業 操業開始年 S55 業種 産業廃棄物処理業 操業開始年 H18 業種 物流全般 操業開始年 S51 業種 卸売⼩売業 操業開始年 S61 業種 製造業 操業開始年 H19 業種 卸売⼩売業 操業開始年 S50
住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 120 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 12 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 39 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 26 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 40 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 8
家賃補助集中地 H１ 整備時期 市内 家賃補助集中地 H27・28 整備時期 江釣⼦・相去・⿊沢尻
・県内他市の現住地割合が増えた。 ・割合の変化はない。 ・割合の変化はない。 ・市内の現住地割合が⼤きく増えた。 ・市内の現住地割合が増えた。 ・全ての従業員が市内に居住するようになった。
・市内内訳の割合にも偏りはない。 ・市内で中⼼市街地である⿊沢尻エリアに居住している⼈はいない。 ・市内内訳の割合にも偏りはない。 ・家賃補助が市内に集中していることが要因と考えられる。 ・従業員数は８名
・⿊沢尻エリアの現住地割合が⾼い。 ・主な現住地は⿊沢尻エリア
⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 北上南部⼯業団地 ⽴地エリア 相去 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊 ⼯業団地 北上⼯業団地 ⽴地エリア 飯豊
業種 製造業 操業開始年 S49 業種 製造業 操業開始年 S48 業種 製造業 操業開始年 S57 業種 製造業 操業開始年 S50 業種 卸売⼩売業 操業開始年 H5
住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 76 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 40 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 9 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 18 住宅⽀援パターン 家賃補助 従業員数 59
・割合の変化はない。 ・割合の変化はない。 ・市内の現住地割合が増えた。 ・割合の変化はない。 ・割合の変化はない。
・市内内訳の割合は⿊沢尻エリアが⾼いが、⼤きな偏りはない。 ・⿊沢尻エリア（中⼼市街地）に居住している⼈はいない。 ・⿊沢尻エリアの割合が⾼いが、全従業員は９名である。 ・⿊沢尻エリアの現住地割合が⾼い。 ・⿊沢尻エリアの現住地割合が⾼い。
・事業所周辺など市街地の周縁部の割合が⾼い。 ・市内の様々なエリアに居住している。 ・市内の様々なエリアに居住している。
表4-C. ⽀援パターン3. 家賃補助








































































































































































実施期間：2016 年 11 月 30 日（水）〜 12 月 14 日（水）
対象： ①人口 5-30 万人の三大都市圏を除く自治体のうち、②合計 100Ha 以上の工業団地用地もしくは 10Ha
以上の単独工場をもち、③ S40・H22 の両時点で市域に DID 地区をもつ 134 市
方法：調査票を郵送し、郵送または FAX、メールにて回答を得た。
有効回収：回答のあった自治体は 92 市で回収率は 69% であった。
内容：質問内容の主軸は 1）工業用地が市内にできるにあたり、どのような対応をとっていたか。2）その後、
工業用地に関してどのような課題を抱え、対応しているか。3）コンパクトシティ政策において工業用地をど














人口のピーク時期を区分に分けて集計した。時期の区分は第 2 章で分析した時代区分を参考にし、昭和 45
年以降は昭和末期（昭和 63 年）までと平成大合併のピーク時期（平成 17 年）まで、現在までの 5 区分に分


















図 5 − 5. 工業立地への対応












図 5 − 7. 工業用地に関する課題










かった。（図 5 − 10）
図 5 − 9. コンパクトシティの検討状況

























　対象自治体における概ね 10 年後の推計の割合を示したものが（図 5-11）である。対象自治体の 95% は約
10 年後の推計で人口減少を見込んでいる。また、人口のピーク時期を区分に分けて集計した。時期の区分は
第 2 章で分析した時代区分を参考にし、昭和 45 年以降は昭和末期（昭和 63 年）までと平成大合併のピーク
時期（平成 17 年）まで、現在までの 5 区分に分けて集計した。第 2 章における第Ⅰ期にあたる大正 7 年以前
は近代化前であること、対象の人口ピークが当時期である自治体がなかったことから除外した。人口のピーク
時期は平成元年から平成 17 年の自治体が 42% と最も多かった。これは平成の大合併で市町村合併をした自治
体が多いことが理由であると考えられる。その他は戦後から高度経済成長期にかけて（昭和 20 年から昭和 45
年まで）、高度経済成長期からバブル経済にかけて（昭和 46 年から昭和 63 年まで）、平成の大合併のピーク
後から現在にかけて（平成 18 年以降）の 3 区分がそれぞれ約 2 割ずつとなっている。（図 5-12）
図 5 − 11. 約 10 年後の人口推計










合的に整備した】も 28% と多くの割合を占めており、6 割強の自治体が工業立地にあたり何かしらの対応を行っ
ていたことがわかった。複数回答の全てを集計したものが（図 5-14）である。
　より具体的な対応として、特定の工業団地や単独工場の立地にあたって住宅団地等の整備が行われたかどう
かを調査した。何らかの整備が行われた自治体は 37 市で、55 市が回答なしであった。37 市の総数は 42 であっ
た。そのうち【立地企業が住宅団地等の整備をした】が 17 件と最も多く、【組合施行で区画整理事業をした】【市
施行で区画整理事業をした】【民間事業者が住宅団地等の整備をした】が 7 〜 9 件ずつであった。【公営住宅等の整
備をした】は 1 件であり、公営住宅等の整備と工業団地の造成は結びついていないことがわかった。（図 5-15）
図 5 − 14. 工業立地時の対応






い】が 40 件であった。一方で【7. 新しく工業用地を作りたいが適切な土地がない】も 32 件と多くの自治体


















の回答も 20 件と多いことから課題に対する方針の多様性をみることができた。（図 5-17）
76
5. 工業用地を持つ都市の課題と展望
図 5 − 16. 工業用地に関する課題
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1 01 1203 ⼩樽市 団地 112.1 71 18 18202 敦賀市 単独 13.8
2 01 1205 室蘭市 両⽅ 177.5 72 18 18210 坂井市 単独 19.1
3 01 1206 釧路市 両⽅ 519.4 73 19 19201 甲府市 団地 143.3
4 01 1207 帯広市 両⽅ 258.2 74 22 22203 沼津市 単独 20.8
5 01 1208 北⾒市 単独 51.4 75 22 22206 三島市 単独 -
6 01 1210 岩⾒沢市 団地 175.2 76 22 22207 富⼠宮市 単独 73.5
7 01 1213 苫⼩牧市 両⽅ 8209.2 77 22 22209 島⽥市 単独 -
8 01 1217 江別市 両⽅ 268.5 78 22 22210 富⼠市 単独 51.8
9 01 1224 千歳市 団地 727.2 79 22 22211 磐⽥市 単独 42.7
10 01 1231 恵庭市 単独 10.6 80 22 22212 焼津市 単独 28.8
11 02 2201 ⻘森市 団地 125.7 81 22 22213 掛川市 両⽅ 102.9
12 02 2203 ⼋⼾市 団地 534.5 82 22 22214 藤枝市 単独 12.3
13 02 2205 五所川原市 団地 129.8 83 22 22215 御殿場市 両⽅ 124.4
14 02 2206 ⼗和⽥市 単独 - 84 22 22216 袋井市 単独 -
15 03 3205 花巻市 団地 99.5 85 22 22221 湖⻄市 単独 -
16 03 3206 北上市 両⽅ 420.7 86 31 31202 ⽶⼦市 団地 105.9
17 03 3209 ⼀関市 単独 88.4 87 32 32201 松江市 単独 83.2
18 03 3215 奥州市 両⽅ 157.9 88 32 32202 浜⽥市 単独 31.9
19 04 4202 ⽯巻市 団地 731.6 89 32 32203 出雲市 単独 -
20 04 4207 名取市 単独 45.3 90 33 33203 津⼭市 団地 206
21 04 4215 ⼤崎市 両⽅ 114.7 91 33 33204 ⽟野市 単独 35.9
22 05 5202 能代市 団地 157.9 92 33 33205 笠岡市 団地 591.1
23 05 5204 ⼤館市 団地 104.7 93 33 33208 総社市 単独 55.7
24 06 6201 ⼭形市 団地 159.5 94 34 34202 呉市 両⽅ 112.6
25 06 6202 ⽶沢市 両⽅ 288.5 95 34 34204 三原市 両⽅ 134.1
26 06 6203 鶴岡市 団地 142.3 96 34 34205 尾道市 両⽅ 169.9
27 06 6204 酒⽥市 両⽅ 365.9 97 34 34209 三次市 単独 66.1
28 07 7201 福島市 単独 - 98 34 34213 廿⽇市市 両⽅ 158.7
29 07 7202 会津若松市 両⽅ 116.8 99 35 35201 下関市 両⽅ 154.4
30 07 7205 ⽩河市 団地 269.9 100 35 35202 宇部市 両⽅ 108.3
31 07 7207 須賀川市 両⽅ 186.5 101 35 35203 ⼭⼝市 両⽅ 148.1
32 07 7210 ⼆本松市 団地 159.2 102 35 35206 防府市 両⽅ 270.6
33 07 7212 南相⾺市 単独 56.8 103 35 35207 下松市 両⽅ 172
34 07 7213 伊達市 団地 102.1 104 35 35208 岩国市 単独 36.2
35 08 8202 ⽇⽴市 単独 - 105 35 35210 光市 単独 6.6
36 08 8203 ⼟浦市 単独 - 106 35 35215 周南市 単独 -
37 08 8204 古河市 単独 - 107 35 35216 ⼭陽⼩野⽥市 団地 178.8
38 08 8207 結城市 単独 - 108 36 36201 徳島市 両⽅ 163.5
39 08 8208 ⿓ケ崎市 単独 - 109 36 36204 阿南市 両⽅ 408.9
40 08 8211 常総市 単独 - 110 37 37202 丸⻲市 両⽅ 250.2
41 08 8216 笠間市 単独 - 111 37 37203 坂出市 団地 565.1
42 08 8217 取⼿市 単独 - 112 38 38202 今治市 単独 65.9
43 08 8221 ひたちなか市 単独 - 113 38 38205 新居浜市 団地 135.4
44 09 9202 ⾜利市 両⽅ 284.6 114 38 38206 ⻄条市 両⽅ 812
45 09 9203 栃⽊市 単独 52.8 115 38 38213 四国中央市 両⽅ 131.7
46 09 9204 佐野市 両⽅ 367.4 116 40 40202 ⼤牟⽥市 両⽅ 169.5
47 09 9205 ⿅沼市 両⽅ 297.4 117 40 40205 飯塚市 団地 222.8
48 09 9206 ⽇光市 単独 - 118 40 40213 ⾏橋市 単独 -
49 09 9208 ⼩⼭市 両⽅ 489.8 119 40 40217 筑紫野市 単独 -
50 09 9209 真岡市 両⽅ 819.2 120 40 40228 朝倉市 単独 -
51 09 9210 ⼤⽥原市 両⽅ 478.6 121 41 41201 佐賀市 単独 -
52 09 9213 那須塩原市 両⽅ 243.6 122 41 41205 伊万⾥市 単独 -
53 10 10203 桐⽣市 単独 - 123 42 42202 佐世保市 単独 -
54 10 10204 伊勢崎市 両⽅ 470.4 124 43 43202 ⼋代市 単独 -
55 10 10205 太⽥市 両⽅ 509.6 125 43 43204 荒尾市 単独 -
56 10 10207 館林市 団地 163.8 126 43 43206 ⽟名市 単独 -
57 10 10208 渋川市 単独 44 127 43 43208 ⼭⿅市 単独 -
58 10 10209 藤岡市 単独 30.6 128 44 44203 中津市 単独 -
59 15 15202 ⻑岡市 単独 27.8 129 44 44205 佐伯市 単独 -
60 15 15204 三条市 単独 6.2 130 45 45202 都城市 単独 -
61 15 15205 柏崎市 単独 52.2 131 45 45203 延岡市 単独 -
62 15 15210 ⼗⽇町市 単独 - 132 45 45204 ⽇南市 単独 -
63 15 15213 燕市 単独 - 133 45 45206 ⽇向市 単独 -
64 15 15222 上越市 両⽅ 216.8 134 46 46215 薩摩川内市 単独 -
65 16 16202 ⾼岡市 単独 50.5
66 16 16211 射⽔市 団地 3431.7
67 17 17203 ⼩松市 両⽅ 142.5
68 17 17206 加賀市 単独 24.5
69 17 17210 ⽩⼭市 団地 296.3
70 18 18201 福井市 両⽅ 747.4
参考資料1-3. 対象都市⼀覧
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